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はじめに
　1999 年 6 月に決議された「ボローニャ宣言」は，「ヨーロッパ高等教育圏（European Higher 
Education Area）」の構築を目標とし，次の 6 つの具体的な達成目標を掲げた。
　　①　分かりやすく比較可能な学位制度とディプロマ・サプリメント （Diploma Supplement） の
導入
　　②　学部（undergraduate）と大学院（graduate）の 2 段階システムの導入






　オーストリアでは，2002 年に大学法（Universitätsgesetz 2002，通称 UG 2002）が制定され，「学
部と大学院の 2 段階システム」 が導入された。これにより， 学士課程 （Bachelorstudium）， 修士課
程（Magisterstudium），博士課程（Doktoratsstudium）が設置され，学士課程は 6 セメスターの学
修期間で修得単位数が 180 ECTS，修士課程は学修期間が 4 セメスターで修得単位数は 120 ECTS
とされた。その後， 2011 年に改正された大学法では， 学士課程の一部として Studieneingangs- und 
Orientierungnsphase（「大学での入門・オリエンテーション段階」，通称 StEOP3））が導入された。
このシステムは 2011/2012 年度の冬学期以降に入学した大学生に適用・実施され， 2015 年 3 月に
はオーストリアの高等教育研究所 （Institut für Höhere Studien， 以下 IHS） による初の包括的な評価
報告書である 『Evaluierung der Studieneingangs- und Orientierungsphase （StEOP）』が発表された。本















権を持っていた。しかし，1955 年に大学組織法 （Hochschulorganisationsgesetz） が施行され，従来
の古い規則や規定が廃止されることとなった。第２段階は 1960 年から 1970 年代で，この段階で
の課題は「教育の拡張（Bildungsexpansion）」であり，大学を従来のエリート養成機関から脱却
させるための改革が行われた。1966 年に一般大学教育法 （Allgemeine Hochschulstudiengesetz）が
施行され，マギスター（Magister/Magistra）およびディプローム（Diplom）を修了資格とするディ






第 2 段階の課題である教育の拡張は成功を収め，1968/69 年には 50,169 名であったオーストリア
の大学在学者数は，1979/80 年では 108,101 名と倍増した。その影響もあってか，第３段階（1980





EU の成立は， 欧州石炭鉄鋼共同体 （ECSC = European Coal and Steel Community）， 欧州経済共同体
（EEC = European Economic Community） および欧州原子力共同体 （EURATOM = European Atomic 
Energy Community） の 3 つの共同体が同一の機関によって運営されるようになり， 欧州共同体 





改正大学法 66 条第 1 項では，StEOP は次のように規定されている。
　　・　StEOP はディプローム課程および学士課程 （Diplom- und Bachelorstudium） の一部である
　　・　StEOP は入学許可を法的に規定するものではない
　　・　StEOP の目的は， それぞれの課程における勉学の内容や課程を概観することで， 個々の学
生が専攻科目を選択し決定する際に， 客観的な判断をするための基礎を提供することで
ある
　　・　StEOP は少なくとも半セメスターにわたり開講される 1 つもしくは複数の授業科目で構成
される
　　・　StEOP の履修期間は 1 セメスターとする
　　・　就労学生については，受講が可能となるような考慮が必要に応じてなされる
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　続く大学法 66 条第 1a 項では，StEOP の試験が次のように規定されている。






　66 条第 1b 項では，上記の試験に合格しなかった場合について次のように規定している。




　　・　再入学が許可された後も，StEOP の試験は 2 回まで再受験できる
1.3　StEOPの実情
　StEOP の大枠は大学法によって規定されているが，実際に「どのような授業科目を StEOP 科
目とするか」，「StEOP 科目の履修単位数を何単位と定めるか」ということは，各大学および学科
の裁量に任されている。StEOP 科目の履修単位数は 4 ECTS から 30 ECTS とばらつきがあるし，
2011/2012 年の冬学期に導入されて以降，履修単位数や内容を変更している大学・学科もある。
またStEOPの試験についても，2011年の改正大学法では合格しなかった場合の再試験は 1回のみ，
つまり 2 回目で不合格となった場合には，当該科目を第 2 セメスター以降継続して勉強すること
ができないことになっていたが，2013 年に大学法が改正され，再試験を 2 回受験することが可
能となった。
　IHS の評価報告書では，学生数の少ない学科では StEOP の履修単位数が少ない傾向にあり，






StEOP を導入しなくても十分に行われているからだとも分析している。事実，筆者が 2014 年に
行った調査では，ドイツ語圏最古の名門大学で約 9 万人の学生を抱えるウィーン大学と，歴史は
あるものの小規模な都市にあるグラーツ大学（学生数約 2 万人）では，ほとんどの学科において
























　オーストリアの高等教育研究所 （ISH） は， 連邦学術経済省 （Bundesministerium für Wissenschaft, 
Forschung und Wirtschaft）の依頼により作成した StEOP に関する評価報告書『Evaluierung der 







　　・　調査対象となった 11 の大学から提供された StEOP および学生の履修に関するデータ





　①の StEOP の導入方法については，筆者が 2012 年に調査した時と同様，履修単位数や StEOP
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　回答を寄せた学生代表部の約 4 分の 1 が「StEOP は学生数を減らすための布石だ」ととらえて
いて，このような回答は特に法学系や自然科学系の学科で多く見られたという。また大学別に見
ると，ウィーン経済大学やグラーツ大学，ウィーン大学，ザルツブルク大学およびウィーン工科
大学でこの回答の傾向が高かったが，これらの大学では StEOP 科目の履修単位数が 15 ECTS 以
上であり，履修単位の多さが一因となっていると分析されている。
































　図 1 からわかるように，学生代表部の約半数は StEOP の授業を「オリエンテーションに役立
つ内容ではある」と回答しているが，StEOP の授業を受けることで「その後の勉学に対して興味
が湧く」ことや，「当該分野の研究を概観できる」とは感じていないことがわかる。


















　この調査では，38 ％の学生代表部が StEOP を「大きな負担である」と感じており，44％の学













　4. 第 2 セメスターの登録期間が終了するまでに，少なくと 1 回は StEOP の再試験を受けるこ
とが原則として可能である
　5. StEOP の再試験を受けなければならない学生も，StEOP 以外の授業については履修し単位を
取得できる
　StEOP の試験については，日程や再試験の受験可能な回数について学生への負担にはなってい
ないことが図 3 の結果から読み取れる。表 2 は，2 回の再試験を受けたにもかかわらず，つまり
第 1 セメスターから第 3 セメスターまで試験を受けても StEOP の試験に合格できず，第 4 セメ
スターにおいてこれ以上勉学の継続ができなかった学生数とその割合を示したものである。
ウィーン経済大学では 3,5～3,6 %と比較高い数値であるが， 第 4 セメスターまでにほとんどの学





この表の数値は，100 ％から上記表 2 の数値をマイナスした数値とは一致していない。例えば
2011 年の冬学期に入学した学生のうち，StEOP に落第したことで勉学を継続できなかった学生
の割合は平均で 1,6 %でのに対して，第 4 学期までに StEOP の試験に合格している学生の割合は
平均で 84 %である。これは，StEOP に不合格となったことで専攻科目を変更する学生や，入学
したものの何らかの理由により StEOP の授業を履修していない，あるいは StEOP の試験を全く
受けていない「No-Show」と呼ばれる学生が存在するからである。これらを含む学生全体の中で
の StEOP 合格者の割合は，平均で約 40 %（表 3 のカッコ内の数字）となっている。
図３：StEOPの試験について
表２：StEOPの不合格により第４セメスター以降に勉学の継続ができなかった学生の割合＊
2011 年冬学期に入学した学生 2012 年冬学期に入学した学生
落第者数　入学生全体に対する割合 落第者数　入学生全体に対する割合
ウィーン大学 305 2,1 % 268 1,7 %
グラーツ大学 44 1,0 % 63 1,3 %
インスブルック大学 86 1,9 % 95 1,9 %
ザルツブルク大学 20 0,7 % 28 1,2 %
ウィーン工科大学 26 0,6 % 17 0,5 %
グラーツ工科大学 12 0,6 % 8 0,4 %
レオーベン鉱業大学 2 0,4 % 5 0,9 %
ウィーン天然資源大学 21 1,2 % 13 0,8 %
ウィーン経済大学 157 3,6 % 152 3,5 %
リンツ大学 0 0,0 % 0 0,0 %
クラーゲンフルト大学 0 0,0 % 1 0,1 %
全体（割合は平均値） 673 1,6 % 650 1,5 %
*教職課程の学生は除く
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　表 4 は第 1 セメスターにおける No-Show 学生の割合を示したものである。この表を見ると，
例えばウィーン大学では No-Show 学生の割合が高い。これはウィーン大学での StEOP の履修科
目数（つまり必修科目）が他の大学に比べて多く，また試験の範囲も広いため StEOP 試験の受
験を遅らせる学生が多いこと，そして専攻科目を変更する学生が多いことに起因していると評価
報告書では分析している。他方，リンツ大学では 2011 年に 21％であった No-Show 学生の割合が，








2011 年冬学期の入学生 2012 年冬学期の入学生
ウィーン大学 89 % （39 %） 88 % （39 %）
グラーツ大学 66 % （28 %） 63 % （26 %）
インスブルック大学 96 % （47 %） 91 % （44 %）
ウィーン工科大学 65 % （33 %） 67 % （35 %）
グラーツ工科大学 100 % （64 %） 97 % （51 %）
ウィーン天然資源大学 96 % （63 %） 94 % （47 %）
ウィーン経済大学 86 % （45 %） 85 % （45 %）
リンツ大学 98 % （55 %） 97 % （58 %）
クラーゲンフルト大学 92 % （45 %） 95 % （40 %）
全体の平均 84 % （41 %） 83 % （40 %）
表４：第１セメスターにおけるNo-Show学生の割合（レオーベン鉱業大学とザルツブルク大学を除く）
2011 年冬学期の入学生 2012 年冬学期の入学生 2013 年冬学期の入学生
ウィーン大学 37 % 35 % 35 %
グラーツ大学 29 % 31 % 23 %
インスブルック大学 31 % 34 % 30 %
ウィーン工科大学 29 % 32 % 28 %
グラーツ工科大学 22 % 26 % 25 %
ウィーン天然資源大学 17 % 21 % 22 %
ウィーン経済大学 28 % 29 % 22 %
リンツ大学 21 % 18 % 15 %
クラーゲンフルト大学 36 % 39 % 27 %
全体の平均 30 % 31 % 28 %
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３．まとめ

























2）欧州単位相互交換制度 （European Credit Transfer Sysyem） は， 1 年間あたり 1,500～1,800 時間
の学修を 60 単位として換算するシステムで，1 ECTS の学修時間は 25～30 時間である。
3）吉満 （2014） では STEOP と表記していたが， 2015 年の Unger/Thaler/Dibiasi/Grabher/Zaussinger
による評価報告書では StEOP と表記されており，本稿でもそれを採用した。
4）2011 年の時点では 「連邦学術省」Bundeministerium für Wissenschaft und Forschung という名称






「教育から遠い （環境）」 と定義し， 「教育から遠い」 父親を持つ学生の割合を同じ年度に入学し
た学生について第 1 セメスターと第 4 セメスターで比較している。この分析の基データである 
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における学生代表の人数は，学部・学科の学生数に応じて 3 名から 5 名となっている。
9）Evaluierung der Studieneingangs- und Orientierungsphase (StEOP) を基に筆者が作成した。他の
図表についても同じ。
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　　 Austrian universities underwent monumental changes in recent years when “the Bologna Process” 
was adopted.  For example, since October 2011 Austrian universities have implemented the StEOP 
(Studieneingangs- und Orientierungsphase), which was developed to give first-year students an overview of 
their studies and to avoid mismatches between university majors and students.  (See Yoshimitsu, 2014, for 
details.) 
　　 In March 2015, the first evaluation of StEOP was published.  In the current paper, the results of the 
evaluation, especially from the perspective of students, are introduced.  It was found that 38% of the 
students regard the StEOP as a major burden, and 39% consider it to be a waste of time.  But at the same 
time, it is a fact that there are very small numbers of students who have failed the StEOP tests and therefore 
cannot continue to study at universities.  This situation has brought about another problem: the so-called 
“No-Show Students,” who matriculate, but attend no examinations. 
